
はじめに
生産年齢人口の減少に伴い、企業における人手不足が

深刻化する中、外国人労働者へのニーズが高まっていま
す。栃木県内では 2020 年 10 月末時点で 2 万 7,606
人の外国人が働いており、外国人を雇用する事業所数も
3,710 か所と、いずれも過去最多を記録し、今後も特
定技能外国人などの外国人労働者の活用がさらに進むと
予想されます。

一方で、全国的に外国人労働者に対する不適切な労務
管理などの労働基準関係法令違反となる事例が存在して
おり、適正な労働条件と安全衛生の確保が課題となって
います。また、外国人労働者の採用に意欲があるにもか
かわらず、何かしらの理由により雇用に踏み切れない企
業も存在します。

今回は以上のような課題に対応するため、栃木県が実
施している取り組みについてご紹介します。

とちぎ外国人材活用促進協議会に�
おける取り組み

外国人労働者の雇用に伴う諸課題について検討を行う
ため、2019 年 6 月に企業や関係団体、市町、国際交
流協会、専門家などで構成する「とちぎ外国人材活用促
進協議会」を設立しました。

企業向けに各種セミナーを企画していますが、2020
年度は、外国人労働者の雇用方法をはじめ、東南アジア
4 カ国の送り出し機関とオンラインで結び、各国の文
化・習慣や介護人材の教育現場を紹介するセミナーを実
施しました。

セミナーに参加した企業からは、「外国人雇用に当たっ
ての心構えを持つのに役立った」、「実例を交えた解説で
理解しやすかった」との声が寄せられるなど、一定の評
価をいただくことができました。

セミナーを真剣に聴く受講者

質問する受講者とそれに答える講師

栃木県の外国人労働者数の推移
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外国人労働者の円滑な受入れおよび 
適切な活用を促進

～外国人労働者の採用を検討または課題を抱える企業を支援～
栃木県産業労働観光部国際課
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外国人材コーディネーターによる企業支援
外国人の雇用に関する企業の悩みや課題の解決を支援

するため、外国人材コーディネーター（以下「コーディ
ネーター」という。）を配置しています。

コーディネーターは、企業から寄せられる外国人労働者
の採用方法や定着などへの相談に対応し、必要に応じて
行政書士などの専門家へつないだり、企業とともに登録支
援機関などへ訪問するなど、企業が円滑に安心して雇用
に踏み出せるよう時宜を得た支援を展開しております。

配置当初は企業のニーズをうまく引き出すことができ
ていませんでしたが、今では「外国人労働者に関する

『よろず相談窓口』」として、靴底をすり減らしながら県
内各地を飛び回り、企業の悩みや課題の解決に取り組ん
でいます。

外国人の雇用事例
企業から「外国人の雇用と言っても何から始めたら良

いのか」、「具体的な活用イメージが湧かない」といった声
が寄せられたことから、すでに雇用している企業・事業所
の協力をいただき、外国人の雇用事例集を作成しました。

写真はその一例ですが、このほかに製造業、農業、介護、
建設業、宿泊業の企業・事業所から 11 件の事例を伺う
ことができました。どの企業・事業所も、外国人従業員
とのコミュニケーションを大切にしており、職場のみなら
ずプライベートでの関わり方を含め工夫されていました。

栃木県のホームページに掲載中ですので、是非ご覧く
ださい。

【URL：https://www.pref.tochigi.lg.jp/f04/sokush-
inkyou.html#zirei】

おわりに
現在、新型コロナウイルス感染症の影響により、外国

人の入国が制限されている状況ですが、外国人労働者を
必要としている企業は数多くあります。

日本人を雇用する場合と比べ、活動制限がある外国人
を雇用することは簡単なことではありませんが、必要と
する企業が雇用に踏み出せるようこれからも支援を継続
していきます。

また、雇用がゴールではありません。縁があり栃木県
に来てくれたのだから、栃木県を好きになって定着して
欲しいと考えています。

そのためにも、不適切な労務管理などを少しでも減ら
し、外国人の誰もが働きやすく、暮らしやすい環境づく
りを進め、「世界から選ばれるとちぎ」となるよう、取
り組んでいきます。

外国人材コーディネーターによる企業支援

企業の協力を得て作成した「外国人材受入れ事例」

パンを作るベトナム人技能実習生

外国人材受入れ事例
とちぎ外国人材活用促進協議会

製造業

○技能実習生のベトナム人４名を受入れ中 （2016年２月から受入れ開始）

外国人の受入状況 2020年12月現在

・先代社長が、発展途上国の方々にパン作りの技術を学ばせたい
という思いから技能実習生の受入れを始めた。真面目さや器用
さなどの面において評判の高いベトナム人を採用。

外国人受入れの目的・理由

・現地で面接を実施。監理団体を介在させない企業単独型を採用
しているため、採用担当のみならず、各部門それぞれが情報収
集を行い、技能実習生の受入体制を整えた。

外国人の採用方法

・いつでも質問できる環境を整え、誰に質問すれば良いかを明確に
するとともに、パン生地の発酵等、各工程にタイマーを導入して、
時間管理を徹底し、発酵後に行う作業工程についても明確な基準
を設けた。また、仕上がり基準を作成し、焼き釜に完成写真を貼
付することで、焼き加減などを瞬時に判別できるようにした。こ
のようにした結果、日本人社員の教育にも役立った。
・会社の食事会などは、日本人が送迎を行ったり、休日は従業員同
士でスノーボードなど、交流を深めている。
・日本語能力（Ｎ３以上）又は技能実習３号の試験に合格すれば、
昇給を実施している。
・外国人従業員の病気や体調不良の際は、安心して病院に掛かるこ
とができるよう、日本人従業員が付き添うようにしている。また、
健康管理のため、社食（朝・昼）を提供しており、これが従業員
同士のコミュニケーションにもつながっている。

受入れや定着を進めるにあたっての工夫

・採用する人材は、Ｎ３程度の日本語能力があることが望まし
いが、将来独立の夢があるかどうかを一番重視する。独立の
夢がある人材ほど、技能を習得しようとするため、技能実習
制度に沿った教育ができると考えている。実際に帰国後、開
業した元技能実習生もいる。

・「仕事ができない人」と見られたくないとの思いから、ミス
があった際の言い訳や、自己防衛をしてしまうことがある。
その際は、丁寧に言い分を聞きアドバイスを行っている。
・普段の何気ないコミュニケーションが、社員の自信につなが
ると考えている。

受入企業の声

・来日前は、会社の現地法人で半年働き、日本語やパン作りの基礎を
学んでいた。働く前は、ベトナムの日本語学校にいた。
・お金を稼ぎ、技術を学ぶため、来日を決めた。いずれは帰国して、
自分の店を持ちたいと考えている。
・分からない言葉があった時は、自分で調べたり、人に聞き理解する
ようにしている。また毎日、新聞を読むようにしている。現在、日
本語能力試験のＮ２を受験し、結果を待っているところである。
・休日は買い物する以外、ほとんど日本語の勉強をしている。なお、
ベトナムの日本語学校で知り合った友人達が県内にいるため、時々
集まったりする。

外国人本人の声

株式会社パン・アキモト
所在地 ：那須塩原市
従業員数：50～60名程度
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